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．

東京大学名誉教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　

着
す
る
農
業
者
（
４０
代
以
下
）
を
現
状

　

る
た
め
の
新
し
い
制
度
と
取
り
組
む
べ

農
地
の
有
効
利
用
を
促
進

　　

搬
鰯
盤
嗣
離
離
職
膿
慣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

や
す
ー
な
ど
が
目
標
と
し
て
打
ち
出
さ

　

の
基
本
理
念
の
上
に
立
ち
、

さ
ら
に

　　　　

か
ね
て
よ
り
私
は
農
民
の
皆
さ
ん
に

　

地
域
農
業
の
活
力
を
取
り
戻
す
べ
く
多

　

の
大
き
な
柱
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、
つ

　

れ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　

次
に
述
べ
る
農
地
に
か
か
わ
る
「
三
段

　　　

向
け
て
、
と
り
わ
け
農
業
協
同
組
合
や

　

彩
な
活
動
を
行
う
責
務
が
あ
る
。
要

　

い
で
昨
年
１２
月
５
日
に
成
立
し
た
「
農

　　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
都
道
府
県

　

重
ね
」
の
理
論
と
思
想
を
踏
ま
え
つ

　　　

農
業
委
員
会
の
役
職
員
の
会
合
な
ど
に

　

約
す
れ
ば、
こ
う
い
う
こ
と
を
説
い
て

　

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法

　

単
位
に
設
置
さ
れ
る
農
地
中
間
管
理
機

　

つ、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ほ

巴
に

　

お
い
て
次
の
よ
う
な
話
を
し
て
き
た
。

き
た
。

　　　　　　　　

律
」
と
そ
の
関
連
法
で
あ
る
。

　　

構
が
、
市
町
村
（
特
に
そ
の
農
業
関
係

　

し
い
。

自民

　　

「農
地
の
所
有
は
有
効
利
用
の
義
務

　

と
こ
ろ
が、
耕
作
放
棄
地
は
近
年
激
，

農
地
中
間
管
理
機
構
が、
新
た
に
都

　

部
局）
、
農
業
委
員
会
、
農
協
（本
所

　

私
が
説
い
て
き
た
農
地
に
つ
い
て
の

　　　

を
伴
う
」
。
こ
れ
は
農
地
改
革
の
基
本
・
増
し
、
４０
万
鯵
と
滋
賀
県
と
ほ
ぼ
同
じ

　

道
府
県
単
位
で
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

　

の
ほ
か
支
店
、
事
業
所
な
ど
も
含
む
）

　

三
段
重
ね
の
思
想
と
は、
次
の
よ
う
な

大
木
，

原
則
で
あ
り
、
私
の
信
念
で
も
あ
る
。

面
積
ま
で
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
、
基
幹

　

っ
た
。
売
買
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
れ
ま

と
連
携
し
、
あ
る
い
は
多
様
な
市
町
村

　

内
容
で
あ
る
。
上
士
（
う
わ
つ
ち
＝
耕

・

　

農
地
改
革
で
生
ま
れ
た
零
細
多
数
の
農

的
農
業
従
事
者
の
５
割
弱
は
７０
歳
以
上
・
で
の
農
地
保
有
合
理
化
法
人
を
改
組
・

公
社・
土
地
改
良
区
な
ど
と
の
多
彩
な

　

作
し
て
い
る
土
地
｝
は
・
耕
作
者
へ
固

ムーナナ
．
・
民
の
経
済
的
地
位
の
向
上、
農
地
に
関
．
が
占
め
る
と
い
う
状
況
に
あ
り、
今
後

　

拡
充
し
て・
農
地
の
有
効
利
用
を
目
指

ネ
ッ
ト
ワ
十
グ
を
組
み
立
て
ト
事
業
を
・大・
集
団
一
法
～
等
「
が
萄
効
弓
適
切

　　

‐

す
る
権
利
の
保
全
、
そ
し
て
農
村
の
活

　

ま
す
ま
す
耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
農
地

　

す
た
め
の
農
地
流
動
化
を
・
売
買
か
ら・

推
進
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
ｏ

　　

・
に
農
業
生
産
力
の
向
上
を
目
指
し
利
用

　　　

力
を
増
進
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
の

　

利
用
率
の
低
下
・
ひ
い
て
は
農
業
生
産

　

貸
借
中
心
に
切
り
替
え
・
促
進
す
る
こ

　　

ま
た
・
私
が
創
設
以
来
・
理
事
を
務
，
・
活
用
・
管
理
す
る
が
・
中
土
ハ
な
か

　　　　

が
農
協
で
あ
り
、
農
業
委
員
会
で
あ
っ

　

力
、
食
料
供
給
力
の
低
下
が
見
通
さ
れ
，
と
を
狙
い
と
し
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で

　

め
て
い
る
日
本
農
業
法
人
協
会
の
県
，

つ
ち
１１
上
土
が
載
っ
詑
か
る
基
盤
と
な

　　　

た
は
ず
で
あ
る
。

　　

‐

　　　　　

る
。
山
形
県
に
お
い
て
も
、
基
本
的
に
・
あ
る
。

町
村
レ
や
し

　

′

　

こ

　

口

　

義

・

　　　　

、

ｋ

・
±生ｗ
・
日
防

　

よ

め
て
い
る
日
本
農
業
法
人
協
会
の
県
・

つ
ち
１１
上
土
が
載
っ
詑
か
る
基
盤
と
な

市
町
村
レ
ベ
ル
の
優
れ
た
会
員
な
ど
と

　

る
部
分
）
や
水
路、
畦
畔、
堤
防
等
は

も
多
彩
に
協
力
、
あ
る
い
は
各
地
で
進、

地
域
（
集
落
、
ム
ラ
な
ど
）
に
よ
り
共

　　　　　　

戦
後
７０
年
近
く
な
り
、
そ
れ
が
今
や

　

は
こ
の
よ
う
な
全
国
の
動
向
と
同
様
と

　

．
こ
の
農
地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の
活

も
多
彩
に
協
力
・
あ
る
い
は
各
地
で
進、

地
域
（
集
落
・
ム
ラ
な
ど
）
に
よ
り
壮

　　　　　

有
効
活
用
へ
の
関
心
が
低
下
す
る
中
、

　

革
、
改
善
の
た
め
の
政
策
装
置
と
し
て

　

積
を
現
状
の
全
農
地
の
５
割
か
ら
８
割

　

層
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
・
き

　　　　

て
の
日
本
国
・
国
民
の
も
の
で
あ
る
と

　　　　　　

農
協
や
農
業
委
員
会
は
「
所
有
は
有
効

　

提
起
さ
れ
た
の
が、
今
回
の
農
政
改
革

　

に
引
き
上
げ
る。
⑦
新
規
就
農
し
て
定

　

以
上・
農
地
の
有
効
利
用
を
促
進
す

い
う
考
え
方
だ
ｏ

′
ｉ

ｉ
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１‐

　
　　　　　

　

　　　

　

　　　　　　

利
用
の
義
務
を
伴
う
」

「
農
地
は
こ
れ

　　　　　　

．

　

・

　　　　　　　

・

・

　　

‘・

　　　　

・

　

・
農
地
に
つ
い
て
の
三
段
重
ね
の
思
想

　

鋤躍
麓
翻
園副
同
響
腰
欄
湖
塵
断一
望
園
鷺
旦
理遁驚
菱
鴻繋隷凝

ｒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．

　

し
浄

　

！

　　

ま

　　

、
ｏ

　

い
う
考
え
方
だ
。

　　

農
地
に
つ
い
て
の
三
段
重
ね
の
思
想

　

を
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
い
た
だ

　　　　　　　　　　　　

ち

　

え

　

き、
地
域
農
業
発
展
へ
の
智
恵
と
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
を
ぜ
ひ
発
揮
し
て
ほ
し
い
。
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」

農
業
は
「
生
命
総
合
産
業
」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

つ
く

て
縮
め
る
。
〈
３
Ｖ
農
業
ほ
ど
人
材
を

　

保
養
空
間
と
保
健
空
間
を
創
る。
④
都

必
要
と
す
る
産
業
は
な
い
。
〈
４
〉
ト
′
市
・
農
村
交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
特
に

ツ
プ
ダ
ウ
ン
農
政
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

　

青
少
年
の
農
と
食
の
教
育
力
を
培
う
。

農
政
へ
の
改
革
に
全
力
を
挙
げ
る
。

　　　　　　　　　　　　

ち
．

　　　　　　　　　　　　　　

⑤
農
村
の
伝
統
文
化
や
先
人
の
智
恵
の

　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

の
己

　

に

　

力
を
挙
げ
る
。

　

⑤
農
村
の
伝
統
文
化
や
先
人
の
智
恵
の

　　　　　　　　　　　　　　

〈
５
Ｖ

共
益
の
追
求
を
通
し
て
私
益
と

　

結
晶
を
次
世
代
に
伝
承
し、
豊
か
な
心

つ
い
て
公
表
す
る
と
い
う
責
務
を
負
っ

　

公
益
の
極
大
化
を
は
か
る
ｉ
。
こ
れ
で

　

の
拠
り
所
を
創
る
ｏ

東京大学名誉教授

今村 奈良臣

　

私
は
今
年
の
年
賀
状
に
「
農
業
は
生

　

か
・
検
証
も
必
要
と
考
え
た
。
第
４
に

　

つ
い
て
公
表
す
る
と
い
う
責
務
を
負
っ

　

公
益
の
極
大
化
を
は
か
る
ｉ
。
こ
れ
で

　

の
拠
り
所
を
創
る
ｏ

命
総
合
産
業
で
あ
り
、
農
村
は
そ
の
創

　

今
年
は
国
連
が
定
め
た
農
業
の
「
家
族

‐て
い
た
。

　　　　　　　　　　

分
か
っ
て
い
た
だ
け
た
と
思、つ
が
、
年

　　

第
２
項
の
第
４
、
５
小
項
目
に
は
▽

造
の
場
で
あ
る
」
と
記
し
た
。
な
ぜ
、
．
経
営
」
の
年
で
あ
り
、
基
本
法
の
精
神

　　

同
基
本
法
は
、
全
文
４３
条
に
わ
た
る
．
賀
状
に
記
し
た
の
は
こ
の
第
１
項
で
あ

　

農
業
の
６
次
産
業
化
の
推
進
と
女
性
起

こ
の
言
葉
を
書
い
た
か
と
い
う
こ
と
か

　

に
照
ら
し
、
い
か
な
る
活
動
を
展
開
す

　

精
撤
を
極
め
た
優
れ
た
法
律
だ
と
思
っ

　

っ
た
。

　　　　　　　　　　

業
、
及
び
高
齢
技
能
者
の
智
力
を
活
か

ら
説
き
起
こ
し
た
い
。

　　　　　　

べ
き
か
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

　　　

て
い
る
が
、
そ
の
本
質
と
核
心
を
皆
さ

　　

し
か
し
、
こ
の
基
本
５
項
目
だ
け
で

　

す
。
▽
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
、
地

　

理
由
の
第
１
は
、
今
年
は
各
界
の
英

　　

こ
の
よ
う
に
論
点
は
多
い
が
、
で
は

　

ん
に
い
か
に
分
か
り
や
す
く
説
く
べ
き

　

は
不
十
分
と
考
え
、
各
項
目
を
さ
ら
に

　

産
・
地
消
・
地
食
・
地
育
の
推
進
、
地

知
を
結
集
し
、
世
界
に
誇
り
得
る
「
食

　

な
ぜ
初
め
に
掲
げ
た
一
文
を
年
賀
状
に

　

か
を
考
え
た
。

　　　　　　　　　

５
項
目
に
細
分
化
し
、
計
２５
項
目
で
基

　

域
農
産
物
に
よ
る
学
校
給
食
等
、
地
域、

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
制
定
か

　

書
い
た
か
、
に
戻
り
た
い
。

　　　　　

折
し
も
私
は
、
全
国
各
地
の
青
年
農

　

本
法
の
精
髄
を
伝
え
る
べ
く
努
力
し

　

と
の
連
携
を
強
化
す
る
ー
を
揚
げ
た
。

ら
１５
周
年
に
当
た
る
こ
と
と
合
せ
て
、

　

実
は
私
は
、
こ
の
基
本
法
が
制
定
さ
、
業
者
た
ち
で
組
織
す
る
農
民
塾
、
農
村

　

た
。
核
心
部
分
を
幾
つ
か
抜
き
書
き
し
、

第
３
項
目
の
第
２
小
項
目
は
▽
「
人
多

基
本
法
の
核
心
は
何
か
と
い
う
こ
と

　

れ
て
す
ぐ
同
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

　

塾
運
動
を
指
導
し
て
い
た
。
次
代
を
担

　

参
考
に
供
し
た
い
。

　　　　　　　

地
少
」
の
時
代
か
ら
「
人
少
地
多
」
の

を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
も
ら
お
う
と

　

「
食
料
・
農
業
．
農
村
政
枯墓
番
議
会
」

　

、２
青
年
た
ち
に
基
本
法
の
精
神
を
い
か
＼

　

・
例
え
ば
、
第
１
項
は
次
の
５
小
項
目

　

時
代
に
決
定
的
に
変
化
し
た
こ
と
を
認

思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　　　　　

、

　

の
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。
こ
の
審

　

に
理
解
し
て
も
ら
う
か
、
ど
う
エ
ネ
ル

　

に
表
現
し
た
。
①
日
本
の
土
地
と
水
を

　

識
し
、
地
域
農
業
の
新
路
線
を
方
向
付

第
２
は
、
昨
秋
か
ら
安
倍
晋
三
首
相

　

議
会
は
食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
わ
る

　

．
ギ
ー
の
源
泉
に
し
て
も
ら
う
か
を
考

　

活
か
し
・
食
料
自
給
率
４５
％
へ
の
向
上

　

げ
る
。
第
５
項
目
の
第
４
小
項
目
は
▽

の
下
で
電
撃
的
と
も
い
え
る
農
業
政
策

　

基
本
計
画
を
策
定
し
１
実
行
を
監
視
し

　

え
、
そ
の
核
心
を
次
の
５
項
目
に
整
理

　

に
全
力
を
傾
け
る。
②
国
民
に
四
つ
の

　

地
域
農
業
の
総
合
産
業
化
と
農
業
経
営

体
系
の
大
変
革
が
進
め
ら
れ
、
新
年
度

　

９
つ
経
緯
と
成
果
、
課
題
な
ど
を
「
食

　

し
た
。

　　　　　　　　　

「
安
」
（
安
全
・
安
心
′
安
定
・
安
価
）

・
集
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農村に４ポリス構想の実現と推進を

　

蒋聾 東京大学名誉教授
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奈良臣

　

私は、 昨年から全国のｊＡへはもちろん、
市町村長、市町村農政担当者などに向けて広
く機会あるごとに「４ポリス構想」 の実現に

全力をあげて取り組むよう説いてきてし る。

　

「ポリス （ｐｏ－ｉｓ）」 とは何か

　

「ポリス （ｐｏｌｉｓ）」とはギリシャ語源の都市

あるいは拠点ということである。

　

４ポリスとは「アグロ．ポリス」、「フード・

ポリス」、「エゴ・ポリス」、「メディコ・ポリ

ス」 のことで、 まず順に簡潔に説明しておこ

　

　

　

「アグロ・ポリス」 とは地域特性を基盤に

多彩な農畜産物の生産を、協調と競争という
望ましい姿で実現する農業の拠点、「フー ド・

ポリス」とは、 多彩な農畜産物の加工、 食品

製造やそれらを販売する直売所活動あるいは
食堂・レストランの展開を行う食の拠点、「エ

ゴ・ポリス」 とは美しい農村景観や多彩な農

村資源の保全と創造を行いつつ、 新しい時代

にふさわしいグリーン・ツーリズムの実現を

めざす農村の拠点、「メディコ・ポリス」 と

は高齢化が急速に進む農村に必要不可欠な医
療や多彩な介護システムの拠点、 ということ

を表現したものである。

　

あえてこのようにギリシャ語源の新しい用

語を用いたのは、 決して奇をてらったわけで

はなく、 これまで使い古された用語を使うと

そのイメージが固定化してしまうと考え、 あ

えて新しい言葉を使い新しい構想と実践の道

筋を明快に提起しようと考えたからである。

つまり、 新しい酒には新しい革袋を、 という

発想である。

　

ここに示した４つの拠点を、 ＪＡ管内ある

いは市町村地域の上に重ね合わせ、 有機的結

合体として保有している姿が、 私が提唱した

いこれからの時代にふさわしい農村の姿であ

る。

　

しかし、 こういう姿は単なる理論上の存在

あるいは概念上の遊びとして私が提示してい

るのではなく、 広島県世羅町で活発な活動を

推進してきている 「世羅高原６次産業ネット

ワーク」 に現実に具現されているのである。
その１２年にわたる着実かつ斬新な目を見張る

活動について、 私なりの指導と長年にわたる

実態調査を踏まえた分析の中から、 望ましい

これからの農業、 農村の姿、 つまりいま提起

している４ポリス構想は生み出されてきたの

である。

　

農業の６次産業化とはどういうことか

　

世羅高原６次産業ネットワークの分析・考

察に入る前に、「農業の６次産業化」 につい

てふれておく必要がある。

　

いまでこそ「農業の６次産業化」 といっ目
葉とその内容を知らない人はいないようにな

ったが、 この用語と概念は私が今から２０年前

に始めて広く社会に提起した。私の郷里に近

い大分県の中山間地域に立地する大分大山町

農協の設立間もない農産物直売所「木の花（こ
のはな） ガルテン」 を中心に、 そこへ出荷し

ている農家・組合員の生産・加工・販売に情

熱を燃やしていた皆さん、 そしてこの直売所

に買いに来る消費者の皆さんの活動や行動を

約１週間にわたって農家に泊めてもらいつぶ

さに調査した。その中で「農業の６次産業化」

という理論が私の頭の中で定着していった。

　

「農業の６次産業化」 を発想した当初は、
『１次産業十２次産業十３次産業＝６次産業』

というもので、 農畜産物生産＝１次産業のみ

にとどまらず、 農産物加工・食料品生産＝２

次産業に踏み込み、 さらにそれらの販売・流

通＝３次産業まで行おう、 そしてそれを通し

て農家・組合員の所得の向上と安定をはかろ

うという提案であった。 しかし、 この提起を

－
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行った３年半後に、
「１次産業ｘ２次産業ｘ３次産業＝６次産業」
に改め、 現在に至っている。

　

その改訂の理由は、 第１に農業や農地が無
くなればｏｘ２ｘ３＝０だということを強調

したかったこと、 第２に掛け算にすることに
より各部門の連携をより強化し、 付加価値や

所得を増やし、 ひいては農家所得を増やそう
と考え・たこと、 第３に掛け算することにより

各部門の拡大再生産の方向性を明示しようと
したことである。

　　

４ポリス構想を実現している 『世羅高原

　　

６次産業ネットワーク』

　

さて、 世羅町は広島県の中山間地域にある
ごくありふれた農村であるが、 そこに「世羅

高原６次産業ネットワーク」 を立ち上げ、 異

業種間の連携と連帯の緊密な細織活動のもと
に年間１８０万人もの入り込み客数つまり世羅

町ファンを増やしつつ、 地域の総合的振興と

活性化をはかってきているのである。

　

ネットワーク会員６３のうち、 アグロ・ポリ

スに当たる会員３７、 フード・ポリスに当たる

会員１４、 エゴ・ポリスに当たる会員１２などで

あるが、 この中には全国高校駅伝で著名な世

羅高校やＪＡ支店なども入会し地域興しの一
端を担っている。また、 水田農業の組織化な

どもこのネットワークの活動に刺激を受け、
農業生産法人として確立し多彩な活動をして
いる集落営農だけでも３２集団を数え恐らく全

国的にも有数の組織率だと思う。

　

さて、 アグロ・ポリスに当たる会員は３７経

営体にのぼるが、 全国的にもその名を知られ

た梨の世羅幸水農園 （５９ｈａ） やトマト栽培

の世羅菜園 （８ｈａのガラス温室）、 太平牧場

（肥育牛３００頭、 優良牛ふん堆肥製造）、 寺岡
有機農場 （４６ｈａ） などとともに中小の多彩

な農場などが「大小相補」の原則のもとに多
彩なアグロ・ポリスの展開がみられている。

　

フード・ポリスについては、 農産物直売所

の設立・展開は全国的にも先陣を切って展開
し、 町村合併前旧町ごとにそれぞれ甲山いき

いき村、 四季園にしおおた、 さらに夢高原市

場などそれぞれの地域の生産者・出荷者を組

織する一方で、 地域内の消費者の需要が減少
せざるをえない現実のなかで、「地産・地消」
を基本としつつも、「地産・都商」 の方向も

展開している。 すなわち、 瀬戸内沿岸部の人

口集積地域である尾道市や広島市へ向けて、
インショップ方式や出張販売など多彩な農産

物・加工食品の販売を通して、 地域内生産者
の所得の維持・増大もはかっている。

　

また、 多彩な食品製造加工では、 特産品セ

ンターかめりあ、 ジェラート工房ドナあるい

は峠の駅こがね餅などの食品加工、 多彩な弁
当、 そしてレストランなど多様な展開がみら
れている。

　

さらに、 エゴ・ポリスと呼ぶべき活動は、
大規模な花農園である世羅高原農場をはじめ
とする多彩な花観光農園－例えば、 芝桜、 ボ
タン、 バラ、 ユリ等多彩一による四季を通し

た花に親しむ農場を拠点にグリーンツーリズ

ムの新しい路線を開拓してきている。 それら

の活動の積み重ねのうえで、 世羅高原６次産

業ネットワ」クの提言のもとに町当局を動か

し「世羅町全町農村公園化構想」が提起され
ている。「エゴ・ポリス」 の新たな胎動と位

置づけることができよう。

　

最後になったが、 メ ディ コ・ポリスにつ い

ては、 公立世羅中央病院を核に町民の医療全

般に対処しているだけでなく、 多様な高齢者
介護・支援システムが構築されてきているが
ここでは指摘するにとどめざるをえない。

　

むすびと展望

　

「世羅高原６次産業ネットワーク」 の活動

の歴史と現状を私なりに調査・観察してきて
次のようなすぐれた特質を見出すことができ
た。（１）なによりも女性の活発なすぐれた活動
とそれをネットワークとして結びつけ地域活
性化の源泉としていること、（２）農業生産と農
産物加工、 それを販売に活かすネットワーク
が見事に作り上げられていること、（３）多彩な
花農園、 景観形成とグリーン・ツーリズムの

結合、（４）医療機関と連携しつつ高齢者介護の
システムを作り上げていること、（５）私の言う

４ポリス構想の典型事例と言える。 この構想
を全国に拡げてもらいたい。

－

　

９
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新しい農村女性論の誕生を祝して

一－推薦の言葉に代えて－－

　

２００６年４月１日に発足したばかりの社団法人ＪＡ総合研究所 （現、 一般社団

法人ＪＣ総研） の研究所長として私が着任した当時、 公益法人でもあったこの

研究機関に期待される役割を果たすには研究体制が質・量ともに不足していた。

　

このため最初は、大学の研究者や現場の実践者を講師とする内部の研究会、
あるいは大学などの研究者を中心とする特別研究会による調査研究を実施する

などしながら徐々に自らの研究体制を整備し実力を蓄えることとした。

　

そうしたなかで、 研究員の研究意欲を高めるとともに、 研究成果を発信し、
学術的にも評価を得られる研究成果をきちんと残していく必要を感じ、農文協

の協力を得てこの 『ＪＡ総研研究叢書』 を創刊したのである。

　

私は、 研究所の研究員たちに次のように語ってきた。

　

「発展性に富む研究所は、内発的創造力、 内発的探究心に充ちた研究員のい

る研究所である。内発的創造力、内発的探究心とは、いま社会もしくは組織が、
何をあるいはどういう解決すべき課題を抱えていて、 どんな調査研究を必要と

しているかということを考えそれを自らの研究課題として設定し、解明しよう

とする研究者としての基本姿勢である。

　

研究とは単線的に一気に解答が見出し難いものが多いが、主体的試行錯誤の

上で、 努力を重ねるなかから必ずすぐれた果実を得られるものである。

　

研究者を自認する者は常に寝食を忘れても理論仮設、 作業（調査） 仮設を磨

いておかなければならない。 そして、 その仮説の正当性をいかに実証し、 社会

に貢献しうる理論化をはかるか、それが研究者の魂である」。

　

本書の著者である小川理恵主任研究員は、 元は企画調整室長として調査研究

を事務方から支える仕事をし、その後研究員に転じたという経歴を持つ。私が

研究所長であった当時、毎週執筆していた「所長の部屋」 の手書き原稿をワー

プロで清書し研究所のＷｅｂサイトで発信してくれた。 また、『ＪＣ総研レポー

ト』の編集総括を務める傍ら私の現地調査にも随行してくれた。そしてそのな

かから研究者としての実力を身につけていったと感じている。

　

この 『ＩＡ総研研究叢書』 は本書が１０巻目になる。 この節目に私がこの研究

所で育て上げたと自負する研究者の１人である小川主任研究員の調査研究成果

が公刊されることは感慨ひとしおである。

さて、本書をまず手に取っていただきたい。目次を追っていただくだけでも、

ｌ



これまでの農村女性論とは全く違う新しい視野が切り拓かれていることがおわ

かりいただけると思う。 これまでの経済学で説かれてきたような考え方とは違

う 「幸せ」 の概念をどう考えるべきか－－こういう大胆な問題提起の上で 「地

域」、「仲間」、「家族」、 そしてそれをつなぐ 「幸せ」 を実現させるのが女性であ

るという考え方に立ち、 全国各地のすぐれた女性群像とその活動が見事に描き

出されている。

　

長野県・ＪＡあづみの池田陽子さんを中心とした生活福祉活動を核にした多彩

な活動とそれを推進してきた女性群像。高知県・ＪＡコスモスの中村都子さんた

ちの “女性目線で農家の良心を売る” をモットーにした 「はちきんの会」 の目

を見張るような地域興しと人づくりの活動。「右脳の ＪＡ」 というハッとさせら

れる素敵なタイトルをつけた、山梨県・ＪＡ梨北の女性常務理事仲樺秀美さんの、

女性のひらめきを中心とした地域興し戦略にかかわる多彩な活動。 さらに中山

間地域の条件不利地域をふるいたたせた例として、広島県・世羅町を中心にし

た世羅高原３町にまたがる広域連携を基に「世羅高原 ６ 次産業ネットワーク」

を形成・推進してきた多彩な女性群像。 最後に、 中国の輸出攻勢により瀕死の

状態に陥っていたにんにく産地、青森県・ＪＡ八戸を蘇生させ活路を開かせた佐

野房さんの、「農業ほど男女差のない職業はない」 という哲学と実際の活動。

　

この５つの地域に一度ではなく二度、三度と通い、女性たちの活動と考え方、

その発想の素やきっかけ、 さらには男性への働きかけとその組織化なども含め、

その多彩な活動を丹念に調査、考察した第１部の５つの章はどれも手に取るよ

うにわかりやすく、 読みやすい。 だから、 読む人たちにとって 「私たちでもで

きそう」、「私ならこうしよう」、「私たちの地域でもこういうことをしなければ

ならないのではないか」 というような内発力をかきたてさせられる内容になっ

ている。

２



　

そのうえで、第２部では農村女性を取り巻く環境や政策の変化、ＪＡグループ

の女性をめぐる取り組みを時間軸という視点から整理し、 こんにち、 上記のよ

うな優れた女性群像とその諸活動ができてきた因って来たるゆえんや今後の政

策課題を述べている。

　

そして第 ３部では、以上の考察を踏まえたうえで総括と展望を行ない、読者

の皆さんに「魅力ある地域づくり」 をいかにデザインするか、地域づくりに当

っての 「女性の目線」 をいかに活かすか、女性の活動を活かすための政策はい

かにあるべきかを提起しつつ、女性の活躍を後押しする「２つの改革」 という大

胆な問題提起を行ないつつ、「よい種を播けば、 よい実がなる」 と本書の総括に

代えている。

　

なお、 補論として心理学博士・鈴木丈織さんとの対話があるが、 これも、 こ

んにちの農村のきびしい客観状況を主体的にいかに切り拓いていくか、心理学

の成果も駆使して多様な角度からアプローチしており、 いろいろと参考になる。

　

また、 本書には取材した各地の写真がふんだんに示されており、「女性心理」

にかかわるコラムも随所に配置され、 これも楽しくかつ為になる話題を提供し

てくれている。

　

農村女性必読の書であると考え、 是非手にとることをすすめたい。

　

２０１３年１２月

　　　　

一般社団法人ＪＣ総研

　

特別顧問

　

今村奈良臣（東京大学名誉教授）

３


	ＨＰ用ＰＤＦ 3.pdf
	ＨＰ用ＰＤＦ 4
	ＨＰ用ＰＤＦ 5
	ＨＰ用ＰＤＦ 6
	ＨＰ用ＰＤＦ 7
	ＨＰ用ＰＤＦ 8
	ＨＰ用ＰＤＦ 9
	ＨＰ用ＰＤＦ 10

